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日本国際法学生協会(JILSA) 議事録 

学生運営委員長 木村 航大 

 

以下の議題全てが暫定的に決定されました。 

議題 内容 

１号 学生運営委員長及び

副委員長の選任 

学生運営委員長 木村 航大（京都大学） 

学生運営副委員長 西岡 航平（京都大学、規則） 

２号 学生運営委員の選任 

 

委員 伊藤 洪一（京都大学、会計担当者） 

委員 宇野 来美（西南学院大学、Web） 

委員 喜多 春佳（西南学院大学、裁判官補佐） 

委員 郡司 季和（同志社大学、会場・レセプション） 

委員 高橋 晴香（京都大学、裁判官） 

３号 会計監査人の選任 会計監査人 吉行 穂高（同志社大学） 

４号 予算及び決算報告 ・予算（2022 大会） 冬季通常構成校会議において報告い

たします。 

・決算（2021 大会） 下記「2021Jessup 国内大会会計報

告」の通り報告いたします。 

 

※７月 19 日までに欠席された構成校からの異議はなかったため、暫定的決定は確定しまし

た。 

 

 

 

 

 

日付 

2021 年７月 11 日 

時間 

午後 8 時～午後 8 時 20 分 

場所 

オンライン 

記録者 

伊藤 洪一 

議題 

１号 学生運営委員長及び副委員長の選任 

２号 学生運営委員の選任 

３号 会計監査人の選任 

４号 予算及び決算報告 

出席校 ()は表決を委任された出席校 

（海上保安大）、京都大、国際基督教大、上智大、東京外国語大、同志社大、東北大、

（名古屋大）、早稲田大 

出席校が構成校総数の 3 分の 2 に満たないため、暫定的決定となります。 
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2021 年 6 月 30 日 

日本国際法学生協会（JILSA） 

委員長 吉田圭之介 

会計 吉行穂高 

2021Jessup 国内大会会計報告 

期間：2020 年 7 月 1 日―2021 年 6 月 30 日 

[収入の部] 

項目 合計 / 金額 

繰越金 ￥1,290,336 

支援グループ支援金 ¥1,350,000  

利息 ¥13  

助成金 ¥400,000  

三菱 UFJ 国際財団 ¥400,000  

総計 ¥3,040,349  

[支出の部] 

項目 目的 予算額 合計 / 金額 

JILSA 事務費  ¥150,000 ¥142,694 

 印刷（証明書・賞状）  ¥9,984  

 印刷その他  ¥8,048  

 
会議  ¥13,785  

 振込手数料  ¥4,290  

 通信費  ¥96,715  

 郵便  ¥9,872  

パンフレット  ¥150,000 ¥153,648 

 印刷（パンフット）  ¥153,648  

ホームページ  ¥300,000 ¥544,610 

レセプション費   ¥9,090 

裁判官  ¥150,000 ¥33,277 

 決勝裁判官謝礼  ¥33,277  

参加校拡大対策費  ¥20,000 ¥10,000 

 講演会費  ¥10,000  

参加校支援費  ¥800,000 ¥315,568 

 参加費支援 ¥400,000 ¥254,084 

 諸経費支援 ¥400,000 ¥61,484 

計  ¥1,570,000 ¥1,208,887  
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次年度繰越金   ￥1,831,462 

総計   ￥3,040,349 

[繰越金] 

項目 合計 / 金額 

前年度繰越金 ¥1,290,336  

次年度繰越金 ¥1,831,462  

 

上記の通り、2021Jessup 国内大会の会計報告をいたします。 

会計 吉行穂高 

 

予算と実際の執行金額に大きな差のあった項目と理由は次の通りです。 

 ホームページ 

予算作成の時点でのホームページ制作に関しての相場の知識が乏しかったため、低

く見積もってしまいました。 

 裁判官 

必要となる最大の金額を見積もっていましたが、多くの裁判官の方に無償でのご協

力をいただきました。 

 参加校支援費 

大学からの支援や大学施設、設備の利用解禁によって予算を組んだ時点に比べて参

加校の状況が大きく改善したため、本協会からの支援を必要としない参加校が多くあ

りました。 

 

 

 


